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教室におけるintonationの実際について

根内 喜功

1 はじめに

教室における教師と生徒の interactionは一種独特である.普通､教室での

血teractionは､教師があらかじめ答を知っている質問を生徒に問うことで始

まり､生徒はそれに答え､再び教師がその答を評価する (Nunan,1993).

Sinclair皮Brazil(1982)では､教室でのinteractionは次のように定式化され

ている｡
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reSpOnSe

follow-up

教室では initiation､response､follow-upというパタンが特徴的であり､た

いていの場合それが繰り返されるのである｡たとえば､
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本稿では､英語授業における教師と生徒間のやりとりの中で intonationが

どのような特徴をもつのか､initiation､response､follow-upのそれぞれについ

て現実のデータを基に考察する｡

2 intonationについて

intonationとは何か捉えるためにまず､その定義が必要である｡いくつか定

義がなされているがどれも一様ではない｡ 以下の定義を参考にしてみよう｡

･Themovementofthevoiceupanddowninspeaking.(Vernon:

1970,p61)

"thewardsdonotchangetheirmeaningbutthetuneweuseaddssomething

tothewords,andwhatitaddsisthespeaker'sfeelingsatthatmoment;this
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W町Ofusingtunesiscalledintona也on.(0'Comor:1980,p.108)

･ StressandintonatiOngiverhytlm andmelodytoour Speech･htonation

createsthemelodyH ..htonation alsoexpressesfeelings:happlneSS,

curiosity,surprise,amoyance,andsoon･(Orion:1987,p･45)I

･...variationsofpitchmayberelatedtorelativelylongstretchesofspeech

whichmaybem弧ySyllablesinlength,andwhchcorrespondtorelatively

largegramm aticalmi tssuchasthesentence.Pitchvariationusedinthisway

iscalledintonation.(Catford:1994,p･183)

…we甲Okeofintonationasvariadoninthemusicalpitchofthe甲eaking

voice.(SinclairandBrazil:1982,p.101)

上記の定義はいくつかの keywordsを与えてくれる｡ htona也on は

m̀ovementofthevoice'であり､ v̀ariationsofpitch'であるOそれは m̀usical

pitchofthespeakingvoice'であり g̀iverhythmandmelodytoourspeech'っま

り､ m̀elody'のようなものである｡そして､言葉の持つ意味自体は変わら

ないが話者の感情や態度を示すものである｡ したがって､このように

intonationを定義する｡

htonationisthemovementofthevoice(pitch),andsomethinglikeamelody.

Sometimesitgoesupanddown .Intonationcomesoutwhenwespeak･h

short,intonationisth emovementofthevoice(pitch)likeamelodygoingup

anddown.

intonationは話者の感情や態度などを表わす機能を持ち､英語におけるコミ

ュニケーションで重要な役割を担っている｡しかし､同時に複雑さを呈して

いる｡これは intonationのパタンを見れば理解できるであろうo例えば次の

ようなパタンが認められている｡

(l)(a)Thefallingtune

Wh at'S
'thii:

ide-Down)

(b)TheflrStriSingtune(theGlide-Up)

>
Are you m



16

(C)Thesecondrisingtune(theTakか0町

I was tlYi題 .

『岩手大学英語教育論集』

(0'Comor,1980)

'2' à'hsing-F鞄 ?

'b'hshg篭ona慧 at 碑 ? Prat｡,&R.bineu ,85,

(3)(a)GraduallyFall
How

(b)GraduallyRisingTune

Are you芳 that wu your fadZr?

(C)Fall血gRi血gTune

We'11 t光

(d)LevelTuni> -ラ
Go on.

(e)ngh Down glide

It,s up to 詩

(i)SuspendedA39e

Come 上塾>

'4' à'Fallmgてtonda.t:?tn 比｡ゝ

(阿倍,1963)
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(b)Risinghtonation

D｡ you l妙 ♂ (Orion,I987)
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上述の(2)に注目してもらいたい.(I)から(4)の中で(2)のみfallingが示され

ていないO (2a)に示されているのはねuingではなくrising-fallingであるoし

かしながら､(1)から(4)それぞれ(a)のhtonationはどれもfallingで終っている.

intonationがriSingやfallingに摩るかは強勢のある音節と関係がある｡しかも､

たいていの場合はsentenceの一番最後にくる強勢をもつ単語に注目してそこ

でriSingであるとかfaningであるとか議論するのである｡たとえば､(2a)は場

合によっては次のように表記されるであろう｡ (大文字は強勢のある音節を

表す｡)

(2a') WInT'S the 転
ter ?

sentenceの一番最後にくる強勢をもつ単語 すなわち､matterに注目するな

らばその中で強勢のある音節であるmat-でintonationがfallingになると考え

られるので上記のように表記できる｡したがって､(2a)と(2a′)は全く同じも

のである｡

また､(lb)のようなパタンもあるが考え様によっては(lc)､(2b)､(3b)､(4b)

とおなじパタンであるといえる｡したがって､基本的なパタンとしていかの

ものを挙げることができる｡

rising

falling

fallingrrislng

では上記の3つのパタンは普通どのような場合に使われるのだろうか｡概

略的に以下に示す｡

(5)Cant♂

(6)Ilikeitvery
(0'CorLnOr,I980)
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Wh ydidyouchangeyour
Takeyourfeetoffthe
Wh ataverypretty

(7)Shetookmeも 私 d血ovetoLondon).

『岩手大学英語教育論集』

(ibid)

He,sbqydaputIdon,ttrudhi-)･ (ibid)

(5)のようにrisingintonationは普通yes-no疑問文で使われるoまた､(6)の

ようにfdlingintonationは普通､陳述が完結したことを示しWH疑問文や命

令文､感嘆文等などに使われる｡WH疑問文や命令文ではriSingintonationが

使われることもあるが､その場合wH疑問文は相手に対して興味や関心が強

いことを意味し､命令文は命令を和らげることになる｡(7)に見るように､

falling-riSingintonationは陳述が完結せずあとに言葉が続くことを意味する.

3 intonatiomの実際

3.1 imitiation

JapaneseTeacherofEnglish(以下 JTEとする)の場合initiationのほとんどが

疑問文のかたちでなされる.したがって､そのほとんどがriSingintonationま

篭 はfa:il:gngint芸.antiaohn.nTl芸子3才芝fri,sm:慧 芸,b< 訝 =11in=YnEmwg

intonationをそれぞれ指す｡)爪 の発話例をいくつか見てみようo

(8)(a)WIn T'syourFAvorite

O))WI】EN isyour
(C)HOWLONGareyouGOingto

(9)(a)DoyouHAⅥ三any

O))CanyouEAT
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はじめの3つはいわゆるWH-questionでfallingintonationが普通であり､残

りの2つはyes-noquestionであるからriSingintonationであるのはすぐに納得

がいくであろう｡しかしながら､興味深い発話がいくつか認められた0

(10) HowlongareyollgOhgtoStay?

(ll) Canyoueat
(10)はある程度高い位置から声が始まり平たんにピッチが流れていく｡こ

の平たんなどッチの流れはしばしば認められた｡これが日本人ゆえの現象､

発話者の癖であるといえば､全くそれを否定することはできないがピッチが

平たんになる現象は授業の終盤に頻繁にみとめられた｡さらに全く同様の発

話を何度も繰り返し生徒に対して行っていた｡したがって単調な繰り返しの

作業が心理的に影響しピッチが平たんになったとも考えられる｡また､同様

の文で次のようなintonationもみとめられたO

-･ //ア
(12)､ HowlongareyougoingtoSTAY?

平坦にピッチが流れていく点では先に挙げたものと同様だが最後に強勢の

あるstayでピッチが上昇している.文の最後にだけ注目すれば一種の riSing

intonatiQnとみなすこともできる｡

仮に､一つの授業を時間で二つに区切るとするならば､こうした riSing

hbnationは授業の前半によく使われる傾向が見受けられる｡一方授業後半は

(10)のように平たんなintonationが見受けられる｡

授業を時間的流れに沿って 血onationを考察する時､もう一つ興味深いこ

とが認められた｡普通､授業では始まりと終わりの挨拶をする｡その二つを

比較してみると同じ挨拶ながらJTEのもちいたintonationは異なっていた.

(13)(a)GoodMO表晦 ,EVERダ

'b)Good-BIBEⅦRbsA
(13a)でeveryoneの部分はriSingintonationがとられている.この場合 falling

intonationをとっている (13b)に比べると聞き手に対する親しみがより込め
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られていると考えられる｡intonationは発話のコンテクストに依拠するところ

があるため-概にはいえないが､(13a)と (13b)の間にはひょっとしたら発

話者の心理的差異があるのかもしれない｡

ここで (ll)にもどってみようO(ll)は nattoのはじめの音節から falling

intonationになっている｡この場合 nattoのはじめの音節に強勢を置いたから

だと考えられる｡次の2つを比較してみよう｡

もっとも後にくるの単語の最後の音節に強勢が置かれるとriSingintonation

になり､その単語のはじめの音節に強勢が置かれるとfallingintonationになっ

ているのである｡ 日本語はピッチではなく強勢によってめりはりをつける｡

そのため強勢の置かれない音節ではつられてピッチが下がったと考えられる｡

yes-no疑問文がfallingintonationをとる場合発話者は聞き手に答えを強制す

ることになる｡教室の場合教師の発話は intonation次第で生徒の応答に,影響

を与えるのである.例えばCanyoueatnatto?の場合､｢納豆食べられるよな｡

食べられないわけがない｡｣となり､その答えはyesが期待される｡しかしな

がら実際の発話はこうであったO

T :Canyoueat

S :No.

生徒はintonationを無視し､｢Canyou～｣というフレーズによって疑問文だ

と判断し応答したに過ぎないのかもしれない｡

3.2 response

前節で見たように生徒の応答は教師の intonation影響する場合もありうる

が現実には生徒の応答と教師の intonationはあまり関係がなく､生徒の応答

はほぼ一貫して次のようなintonationになる傾向がある｡

(14) T :Wh at'syourfavorite

S:GBki>
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(15) T :Wh at'sthepurposeofyour

s:visi血grelativeさ

(16) T :Doyouhaveany
s:Nig>

pP,

vlhq
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(14)から(16)のどれを見ても生徒が応答する時の intonationは平たんであるo

その原因は強勢が置かれるべき音節に強勢がないことである｡したがって純

粋な英語のintonationとはかけ離れたものになっているのである｡

3.3 fouow-up

前に述べたように､bllow-upとは生徒の応答に対して教師が評価を加える

ことである｡Sinclair&Brazil(1982)によると､教師の質問に対して生徒が的

を得ないまたは誤った答えをした場合教師は次のようなintona也onを用いるo

ミ:bmu轡 espi篭 Tinogffr5 g

uezUnti1theyreachedhdia.

生徒の言葉をそのまま受け継いだところはfal1ing-riSingintonationが使われ､

誤りを正している部分はfallingintonationが使われているのである.一方､現

実のデータを考察するとこのような例はまず認められない｡中学校の英語の

授業において教師が生徒に対し英語で質問をするのは答えが正しいかどうか

評価するためではなくその英語の表現になれるためである場合が多い｡した

がって､生徒が応答することが出来れば教師はOKやgood､verygood､など

と評価するのである｡ゆえに､実際には次のような発話例が多く見受けられ

る｡

T :What'syournam e?

S:J* udiblel >
T:OK.TIiANKyotl.

GOODjobはfallingintonationになっているがOK とThankyouに関して

は平たんなintonationになっている.OK やThankyouは日本語にも馴染みが
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深いため intonadonが日本語的になってしまったと考えられる｡この場合日

本語の感覚からすればOKやThankyouには何ら特別の感情や態度が含まれ

ているわけではなくむしろ事務的にさえ感じる｡¶lankyouを例にとると､

'17''(ab',寒 知

普通､深い感謝を表わす場合 fallingintonationになるが､事務的に言う場合

riSingintonationになるO例えばバスの乗客が料金を支払った時運転手は(17b)

のように言う｡なぜなら料金を支払うことは当然のことだからであるOとは

いえ､教師が生徒に質問し生徒が答えるのは当たり前のことだから事務的な

のだとは言えない｡

4.おわりに

本稿では中学校における英語の授業で用いられる英語の intonationには実

際にどのような特徴があるのか現実のデータを基に考察した｡これまで見て

きた intonationの特徴が全てにおいてあてはまるとはいえない.日本人の英

語の intonationを考える際難しいことはそれが日本語の癖と関係しているか

もしれないということであるOどんな intonationの特徴を捉えたとしてもそ

れが日本語の輝と関係しているならば､議論の余地がないのである｡しかし

ながら､私が収集した実際のデータに限っていえばこれまで述べてきたよう

な特徴があるといえる｡

血onationの特徴についていえば教師､生徒どちらに関しても日本語の癖が

原因であるところがあるかもしれない｡特に生徒に関してはそれが強いよう

に思えるoこれは intonationが現場でほとんど扱われていないということの

現われであろう｡

教師のintonationには大部分のところ､fdlingintonationとrisingilltOnation

が用いられている｡授業では教師が生徒に指示を与える場合そのほとんどを

日本語によって行う場合が多いからである｡では英語はいつ使うのかと疑問

に思うかもしれない｡英語は生徒に英語の表現になれさせるための練習とし

て使うことが多いのである｡したがって､学校で学習する範囲内の英語を使

うことがしばしばであるから､基本的な intonationのパタンである falling

intonationとriSingintonationがよく使われることとなる.

しかし､fallingintonationやrisinghtonationだけではなく､実際には平たん
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なintonationもみとめられたoいずれにせよintonationというものが現場では

あまりふれられていないのが現実であろう｡英語教育においてコミュニケー

ション能力の重要性が叫ばれる現在､現場において intonationが無視される

べきではない｡むしろ力を入れるべきである｡が､しかし実際はそうではな

いというのが英語教育の問題点の一つであるといえるだろう｡最後に､言語

教育における intonaLtionの現実について述べた文章を引用して本稿を終わり

たい｡

Itlintonation]ismostlyignoredinlanguaget田Ching,apartfromthe

obligatoryasideinNOTIONAL/FUNCTIONAl.SYLLABUSESthat

functionsarerelatedtointonation.(Keith&Helen,1998)
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